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株式会社アイゼックス・アルファの事業譲受に関するお知らせ並びに株式会社 

アールピーエム及び株式会社トライアングルの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、平成21年８月13日開催の取締役会において、株式会社アイゼックス・アルファ（平成

21年８月６日に東京地方裁判所に対して破産手続開始申し立てをおこない、同日保全管理命令を

受ける、以下「アイゼックス・アルファ」）の技術者事業の一部を譲受けること並びに、アイゼ

ックス・アルファの子会社である株式会社アールピーエム（以下「アールピーエム」）及び株式

会社トライアングル（以下「トライアングル」）の発行済株式の全株式を取得し子会社化するこ

とを決議し、アイゼックス・アルファ保全管理人弁護士南賢一（以下「保全管理人弁護士南賢一」）

と事業譲渡契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ 事業譲受けおよび株式の取得の理由 

  当社グループは、生産アウトソーシング事業を主力事業としており、自動車から電子機器・

半導体、医療機器等の多岐にわたる業種のメーカーに対して、生産効率を向上させる「個人の

付加価値と待遇のアップの追求を業績に結び付ける請負」を推進しております。 

アイゼックス・アルファの技術者派遣事業は、メーカーの設計開発向け技術者派遣を手がけ、

全国の主要都市に支店を設置しておりました。また、アールピーエムにて、医薬品医療機器の

臨床開発業務受託事業および臨床開発人材派遣事業、トライアングルにて、医薬・化学系研究

開発者派遣事業を展開しておりました。 

しかし、昨今の不況による厳しい事業環境下においてアイゼックス・アルファの業況も急速

に悪化し、急激な営業不振により資金繰りが整わず平成21年８月６日に自己破産の申し立てに

いたりました。 

 しかしながら、アイゼックス・アルファは資金繰り等に問題があったもののアイゼックス・

アルファグループの事業自体は取引先から高い評価を受けておりました。 

  当社のグループ戦略におきましては、安定成長が見込まれる業種に対して専門性が高い技術

系生産アウトソーシング事業を拡充させることによる業種分散により、景気の変動および業種
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の景況に左右されにくい企業体質の構築を目指しております。 

  現在当社グループにおきましては、子会社株式会社アネブルにおいて自動車産業に特化した

技術系生産アウトソーシングサービスの提供として、自動車部品の実験・評価に加え研究・開

発をおこなっております。また、今年３月には世界でもトップレベルの生産技術を有するメー

カーの系列である同業者の株式会社テクノスマイルと業務・資本提携契約を締結し、さらに６

月にはトヨタ自動車の 100％子会社であるセントラル自動車株式会社が資本参加する株式会社

フルキャストセントラル（同年７月１日付にて、株式会社アウトソーシングセントラルに商号

変更））を子会社化することにより、同社のトヨタ生産方式を熟知した高スキルのスタッフを

活用することで、当業界最大マーケットの輸送機器業界において多岐にわたるアウトソーシン

グサービスを揃えることで他社との差別化を図りアドバンテージをとっております。 

  今回の、アールピーエムおよびトライアングルの株式取得につきましても、医薬医療分野に

特化したグループを構築する一環であります。アールピーエムにおいては、医薬の治験分野に

おいてスタッフの派遣および受託をおこなっており、トライアングルにおいては、医薬化学の

研究開発分野に対して研究者派遣をおこない、両社ともに専門性の高い分野に特化したサービ

スを提供しております。 

  今回、当社の生産効率を改善する生産アウトソーシングサービスと両社の医薬医療分野に特

化した経営資源が融合することにより両社の企業価値を高めることができると考えておりま

す。 

 

Ⅱ 事業譲受けに関する事項 

 

１．事業譲受けの内容 

（１）譲受け部門の内容および内訳 

   技術者派遣事業および付随する権利義務で、東京中央支店および小山支店に属する事業を

譲受ける。 

 

（２）譲受け部門の経営成績 

 平成20年3月期 平成21年3月期 

売上高 293百万円 271百万円

売上総利益 71百万円 65百万円

営業利益 11百万円 4百万円

経常利益 11百万円 4百万円

 

（３）譲受け資産の項目 

   アイゼックス･アルファが所有する什器備品のうち、東京中央支店および小山支店に属す

るものを譲受ける。 

 

（４）譲受け価額および決済方法 

２百万円から７百万円の範囲内において、事業譲渡日より1ヶ月以内に保全管理人弁護士
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南賢一と当社が協議の上最終的に決定いたします。 

この他、承継される不動産賃貸借契約にかかる敷金債権の額のうち相当額を加算します。 

決裁方法につきましては、保全管理人弁護士南賢一が別途指定する方法で支払うものとす

る。 

また、確定次第、速やかに開示いたします。 

 

２．会計処理の概要 

当該取引の会計上の分類は取得に該当し、正ののれんが発生することが見込まれますが、概

算金額は不明でありますので、確定次第、適時開示させていただきます。 

 

Ⅲ 株式取得に関する事項 

１．株式会社アールピーエムの概要 

（１）商号   株式会社アールピーエム  

（２）本社所在地     東京都中央区日本橋本石町４丁目２番17号  

（３）代表者     代表取締役社長 生駒大展   

（４）事業内容      医薬品医療機器の臨床開発業務受託事業 

             医薬品医療機器の臨床開発人材派遣事業 

（５）資本金の額    10,000千円（平成21年３月末現在） 

（６）設立年月日   平成20年５月12日 

（７）株主構成   株式会社アイゼックス・アルファ 100％ 

（８）当社との関係    当社との資本関係・取引関係・人的関係はありません 

（９）最近事業年度における業績の動向 

 平成21年3月期（※） 

純資産 9,333千円

総資産 54,468千円

売上高 135,604千円

売上総利益 42,248千円

営業利益 636千円

経常利益 △1,018千円

（※）設立１期目のため、期間は 11 ケ月であります 

 

２．株式会社トライアングルの概要 

（１）商号   株式会社トライアングル 

（２）本社所在地     東京都千代田区鍛冶町２丁目４番５号 

（３）代表者      代表取締役社長 吉岡憲一 

（４）事業内容      医薬・化学系研究開発者派遣事業 

（５）資本金の額    100千円 

（６）設立年月日   平成21年２月４日 

（７）株主構成   株式会社アイゼックス・アルファ 100％ 
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（８）当社との関係    当社との資本関係・取引関係・人的関係はありません 

（９）最近事業年度における業績の動向 

 平成21年3月期（※） 

純資産 200千円

総資産 200千円

売上高 0千円

売上総利益 0千円

営業利益 0千円

経常利益 0千円

（※）設立１期目のため、期間は２ケ月であります 

 

３．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

（１）株式会社アールピーエム 

① 異動前の所有株式数       0 株（所有割合    0％） 

② 取得株式数          200 株（取得価額  ６百万円） 

③ 異動後の所有株式数      200 株（所有割合   100％） 

 

（２）株式会社トライアングル 

① 異動前の所有株式数       0 株（所有割合    0％） 

② 取得株式数           2 株（取得価額  ２百万円） 

③ 異動後の所有株式数       2 株（所有割合   100％） 

 

Ⅳ 株式会社アイゼックス・アルファの概要（平成21年３月末現在） 

（１）商号   株式会社アイゼックス・アルファ 

（２）本社所在地     東京都渋谷区道玄坂1-9-2 

（３）代表者      代表取締役社長 吉岡憲一 

（４）保全管理人     弁護士 南賢一（港区赤坂１丁目12番32号、電話03-5562-8500） 

（５）事業内容      建設施行管理者・設計技術者派遣事業 

（６）資本金の額    10百万円 

（７）設立年月日   平成16年11月15日 

（８）総資産      831百万円 

（９）純資産      △196百万円 

（10）株主構成 吉岡憲一   １００％ 

（11）当社との関係    当社との資本関係・取引関係・人的関係はありません 

 

 

 

Ⅴ 日程 

平成21年８月13日（木） 取締役会承認 
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平成21年８月13日（木） 本件譲受および株式の取得にかかる事業譲渡契約書締結 

平成21年８月14日（金） 事業譲受日および株式取得日（予定） 

 

Ⅵ 今後の見通し  

今回の、事業譲受および株式の取得が当社の今期業績に与える影響は軽微であり、連結業績

予想に変更はありません。 

 

 

以  上 


